
 

 

教 生 学 第  4  5  5  号  

令和７年（2025 年）７月 10 日  

各 教 育 局 長 

各 道 立 学 校 長 

各市町村教育委員会教育長（札幌市を除く） 様 

（ 各 市 町 村 立 学 校 長 ） 

（各市町村立幼稚園長及び認定こども園長） 

 

北海道教育庁学校教育局生徒指導・学校安全課長 森 田 靖 史  

 

   夏休み期間における河川等水難事故防止の普及啓発についての 

協力願いについて（通知）  

 このことについて、文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安

全課から、別添写しのとおり依頼がありましたので、通知します。 

 学校の夏休み期間においては、河川等に多くの利用者が集まることが想定され、

水難事故発生が懸念されます。 

 ついては、ライフジャケットの着用の呼びかけ等をはじめ、農林水産省、国土

交通省及び海上保安庁における別添の取組を学校における指導の参考にし、児童

生徒の水難事故の防止に万全を期すようお願いします。 

 

（学校安全係）  

 



 

 
事 務 連 絡  
令和７年６月 27 日  

 
 各都道府県・指定都市教育委員会学校安全主管課 
 各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課  
 附 属 学 校 を 置 く 各 国 公 立 大 学 法 人 担 当課  
  構造改革特別区域法第１２条第１項の認定を  
  受けた各地方公共団体の学校設置会社担当課  
  各 国 公 私 立 高 等 専 門 学 校 担 当 課  
各都道府県・指定都市・中核市認定こども園主管課  

 
               文 部 科 学 省 総 合 教 育 政 策 局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 

 
夏休み期間における河川等水難事故防止の普及啓発についての 

協力願い（依頼） 
 
 このたび、農林水産省、国土交通省及び海上保安庁より別添写しのとおり協力依頼

がありました。学校の夏休み期間においては、河川等に多くの利用者が集まることが

想定され、水難事故発生が懸念されることから、ライフジャケットの着用の呼びかけ

等をはじめ、各省における別添の取組を学校における指導の参考にしていただきます

ようお願いいたします。 

各都道府県・指定都市教育委員会におかれては、所管の学校及び域内の市区町村教

育委員会に対し、各都道府県私立学校主管課におかれては、所轄の学校法人及び学校

に対し、各国公立大学担当課におかれては、所管の附属学校に対し、構造改革特別区

域法（平成 14 年法律第 189 号）第 12 条第１項の認定を受けた各地方公共団体の学校
設置会社担当課におかれては、所轄の学校設置会社及び学校に対し、各都道府県・指

定都市・中核市認定こども園主管課におかれては、域内の市区町村認定こども園主管

課及び所轄の認定こども園に対して、周知されるようお願いいたします。 
 なお、学校における働き方改革の観点から、周知の範囲及び方法については、全て

の学校に一律に通知する以外にも、例えば、他の案件とまとめて周知する、教育委員

会主催の教員研修の場で配布する等、貴課において必要に応じてご判断いただきます

よう、お願い申し上げます。 
 

【本件担当】 

文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 

安全教育推進室 防災教育係 

電話：03-5253-4111（内線 2670） 

E-mail：anzen@mext.go.jp 

御中 

水難事故防止について、関係機関から協力依頼がありましたので、夏休み前の周

知をお願いいたします。 



  

７ 農 振 第 943 号 

令和７年６月 23 日 

文部科学省 総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課長 殿 

農林水産省 

農村振興局整備部 水資源課長 

防災課長 

夏休み期間における農業用の用排水路及びため池への転落事故防止 

に向けた普及啓発について（協力依頼） 

農業用の用排水路やため池は、農業生産に不可欠な農業用水を供給する施設

であり、古来より全国各地に施設が築造され、我が国の農業生産に重要な役割を

果たしています。 

一方で、農村地域の都市化・混住化に伴い、こうした施設への転落事故の危険

性が増しており、例年、ゴールデンウィークから学校等の夏休み期間にかけて、

事故件数が多くなっています。 

このため、当省においては、都道府県や市町村、施設管理者等と連携し、転落

事故の防止に向けた安全対策や啓発活動の実施に取り組んでいるところであ

り、本年４月には、「農業用の用排水路及びため池への転落事故防止の取組実施

についての協力願い（依頼）（令和７年４月 11 日付け７農振第 133 号農村振興

局整備部水資源課長、防災課長通知）」により、貴省に御協力を依頼し、学校教

育機関を通じて、児童や生徒等に当省の取組を周知していただいたところです。 

また、これから学校等の夏休み期間を迎えるに当たり、当省としては、夏休み

期間における転落事故の防止を図るべく、改めて学校教育機関を通じて児童や

生徒等に注意を喚起していただきたいと考えておりますので、貴省におかれて

は御協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 農業用の用排水路やため池の危険性等を紹介する資料を別紙のとおり添付い

たします。学校等において児童や生徒等に御指導いただく際に御活用いただき

ますよう、周知のほどよろしくお願いいたします。  
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                            国 水 環 第 ３ ５ 号 

                            令 和 ７ 年 ６ 月 ２ ４ 日 

 

 

文 部 科 学 省 

 総 合 教 育 政 策 局  

 男女共同参画共生社会学習・安全課長  殿 

 

 

                                                国 土 交 通 省 

                           水管理・国土保全局 

                            河 川 環 境 課 長 

（  公  印  省  略  ）                                            

 

 

夏休み期間における河川水難事故防止の普及啓発についての協力願い（依頼） 

 

 

 国土交通省では、河川における水難事故防止啓発の取組を進めており、令和７年度におい

ては、「河川水難事故防止の取組実施についての協力願い（依頼）（令和７年４月１０日付け水

管理・国土保全局河川環境課長通知）」に基づき、貴省にもご協力いただき、学校教育機関へ

の水難事故防止の普及啓発を行ってまいりました。 

例年、学校等の夏休み期間においては、河川に多くの利用者が集まる傾向があり、河川にお

ける水難事故発生が懸念されます。 

河川利用は基本的には自由使用であり、河川利用者が安全に河川を利用できるようにする

ためには、行政からの情報提供等に加えて、河川利用者自らが水難事故の危険性に対する認

識を持つとともに、河川利用者が安全に利用できるよう、地域に住む人々が身近な河川の状

況を常日頃から注視し、河川利用者の危険回避を促すような地域力の向上も望まれるところ

です。 

 国土交通省においては、河川水難事故防止に向けて、別紙の普及啓発・学習ツール等によ

る情報発信を行っておりますので、夏休み期間における河川水難事故防止の一層の普及啓発

を図るため、貴省の関係機関へ周知していただきますようお願いいたします。 
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保 交 対 第 １ ８ 号   

令和７年６月２４日   

（一行あけ）  

□文部科学省 総合教育政策局  

□男女共同参画共生社会学習・安全課長 殿  

（一行あけ）  

海上保安庁交通部安全対策課長（公印省略）□  

（二行あけ）  

 

海での水難事故防止への協力願い（依頼）  

 

 平素より海上保安業務についてご理解とご協力をいただきありがとうご

ざいます。  

 例年、学校等の夏休み期間に海水浴等に伴う遊泳中の事故が急増する傾

向にあり、今年も海での水難事故の発生が懸念されます。  

 このため、当庁では全国の行政機関や民間団体と連携し、海での水難事

故防止に向けた安全啓発活動に取り組んでいるところです。  

 これからマリンレジャーが活発化する夏を迎えるに当たり、当庁では海

での水難事故を防止するため、現場における安全啓発活動に加えてマリン

レジャーごとの事故防止のための情報をまとめた総合安全情報サイト「ウ

ォーターセーフティガイド」の周知により、安全に関する知識を身に着け

ていただきたいと考えております。  

貴省におかれましては、学校教育機関を通じて児童や生徒、その保護者

等に、別紙「ウォーターセーフティガイド」の周知にご協力を賜りますよ

うお願いいたします。  

写

ryousuke-tada
楕円



海
上
保
安
庁

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド
と
は

別
紙

海
は
プ
ー
ル
と
違
っ
て
、
泳
ぎ
が
得
意
な
方
で
も
波

や
潮
の
流
れ
に
よ
り
溺
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

海
水
浴
は
、

 遊
泳
区
域
が
旗
や
ロ
ー
プ
で
示
さ
れ
て

お
り
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
や
監
視
員
が
居
る
開
設
さ
れ

た
海
水
浴
場
で
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

天
気
予
報
や
自
身
の
体
調
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
な
ど
を

持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沖
に
向
か
っ
て
発
生
す
る
強
い
流
れ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
離
岸
流
は
と
て
も
強
い
流
れ
の
た
め
、
一
旦

こ
の
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
す
と
、
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
沖
ま
で
流
さ
れ
て
し
ま
い
大
変
危
険
で

す
。

沖
に
流
さ
れ
た
場
合
は
、
落
ち
着
い
て
海
岸
と
平
行

に
泳
い
で
離
岸
流
か
ら
脱
出
し
ま
し
ょ
う
。

海
で
遊
ぶ
と
き
の
注
意

離
岸
流
に
つ
い
て

【
二
次
元
コ
ー
ド
】

子
ど
も
か
ら
離
れ
な
い

子
ど
も
は
大
人
に
比
べ
危
険
に
対
す
る
判
断
が
で

き
ま
せ
ん
。
思
い
が
け
ず
小
さ
な
波
で
も
足
を
す
く
わ

れ
、
溺
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方

は
、
常
に
子
ど
も
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
に
備
え
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

水
辺
に
子
ど
も
の
み
で
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
、

大
人
が
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

波
打
ち
際
で
も
、
子
ど
も
が
波
に
さ
ら
わ
れ
沖
に
流

さ
れ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
海
に
入
っ
て
い

な
く
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

以
下
の
８
つ
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
事
故
防
止
の
た
め
の

情
報
を
取
り
ま
と
め
た
総
合
安
全
情
報

W
e
b
サ
イ
ト
で
す
。

１
６
歳
未
満
の
事
故
者
が
多
い
「
遊
泳
」
に
つ
い
て
掲
載
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
右
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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溺
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還
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※
が
多
く
、
大
半
が
海
水
浴
場
以
外
で
発
生

※
沖
に
流
さ
れ
る
な
ど
、
保
護
が
可
能
な
陸
岸
に
戻
れ
な
い
状
態
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海
難
事
故
防
止
の
取
組
み

事
故
事
例
の
紹
介

海
上
保
安
庁
の
取
組
に
つ
い
て

遊
泳
事
故
防
止
啓
発
ソ
ン
グ
を
活
用
し
た
安
全
啓
発
活
動

大
型
商
業
施
設
で
の
安
全
啓
発
活
動

遊
泳
中
に
沖
に
流
さ
れ
た
事
故

中
学
生
が
沖
に
向
け
遊
泳
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

潮
に
流
さ
れ
戻
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
運

よ
く
付
近
の
岩
場
に
漂
着
し
、
通
り
か
か
っ

た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

浮
き
具
で
遊
ん
で
い
た
ら

沖
に
流
さ
れ
た
事
故

小
学
生
の
姉
弟
が
波
打
ち
際
で
大
型
浮
き
具

に
乗
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
風
の
影
響
で
沖
に

流
さ
れ
ま
し
た
。

父
親
が
助
け
よ
う
と
す
る
も
追
い
つ
か
ず
、

そ
の
後
、
ボ
ー
ト
に
よ
り
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
が
目
を
離
し
た
と
き
に

溺
れ
た
事
故

家
族
で
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

親
が
目
を
離
し
た
際
に
、
小
学
生
の
子
ど
も
が

海
面
を
叩
き
な
が
ら
溺
れ
て
い
ま
し
た
。

父
の
救
助
が
間
に
合
い
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま

し
た
が
、
１
週
間
の
療
養
と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
海
上
保
安
部
と
日
本
赤
十
字
千
葉
支
部
に
よ
る
水
難
事
故
防
止
イ
ベ
ン
ト
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